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グラバア俊子　名誉教授　略歴・業績
略　　歴
1947年 9月 26日 長野県に生まれる
1970年 3月 立教大学文学部卒業
1973年 3月 立教大学大学院文学研究科修士課程修了
1973年 4月 南山短期大学人間関係科助手
1975年 4月 南山短期大学人間関係科講師
1978年 1月 ボストン大学大学院教育学部修士課程人間性と行動研究科修了
1985年 4月 南山短期大学人間関係科助教授
1994年 4月 南山短期大学人間関係科教授
1998年 4月 南山短期大学人間関係研究センター長（2000年 3月まで）
2000年 4月 南山大学人文学部教授（改組による学部所属変更）
2010年 8月 南山大学人文学部心理人間学科長（2012年 10月まで）
2016年 3月 南山大学退職
2016年 4月 南山大学名誉教授
学　　会
立教大学キリスト教学会会員（1973.4～現在に至る）
人間性心理学会会員（1983.4～現在に至る）
南山大学人間関係研究センター研究員（2000.4～ 2016.3）
日本ソマティック心理学協会顧問（2014.3～現在に至る）
業　　績
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